
 
 

「アジア青年の家」の取材について 
   平成 20 年８月１日 

内閣府沖縄担当部局 
内閣府沖縄総合事務局 

 
 本年８月６日（水）から実施されます「アジア青年の家」の取材についてお

知らせ致します。 
 なお、期間内の取材は別添「プログラム」で取材可としているものについて

は基本的にフルオープンとさせていただきますが、取材に当たっては別紙１「取

材要領」に従っていただきますようお願い致します。 
 
【プログラム概要】※詳細については、別添「プログラム」のとおり。 

(1) 期間 
８月６日（水）から２７日（水）までの約３週間 

(2) 目的 
様々な体験を通じ、主体的に活発な議論をすることにより、共生の精神

及びイノベーティブマインドを育むことを目的とする。 
(3) テーマ 

「環境」 
※「アジア青年の家構想推進に係る有識者会議」の提言（１９年８月）を

踏まえ、環境問題をテーマに、科学技術の素晴しさなどについて体験・

学習する。 
(4) 参加者 

沖縄、本土及びアジア諸国から計７５名の中・高校生が参加予定。 
(5) ＨＰアドレス 
 http://ayepo.go.jp/ 

 
本件問い合わせ先： 

 ○内閣府沖縄担当部局（沖縄政策担当）付 

  「アジア青年の家」推進室 植草、村上 

Tel：０３－３５８１－０９９３ 

        Fax：０３－３５８１－９７１９  

本件問い合わせ先、取材申込み先： 

○内閣府沖縄総合事務局 

 アジア青年の家プロジェクト推進ＰＴ 高良、中村、下地 

    Tel：０９８－８６６－０６０８ 

    Fax：０９８－８６０－１０００  

永田クラブ、経済研究会へ貼り出し 
（沖縄総合事務局においても同時に貼り出し） 



別紙 １ 

取材要領 
 
１．取材を希望する報道関係者は、取材日の２日前までに別紙２「「アジア青年

の家」取材登録票」によりＦＡＸで申し込みを行ってください。 

  また、登録ミス等を防ぐために、ＦＡＸ送付した旨の電話連絡も併せてお

願いします。 

 

２．取材の際は必ず自社の腕章を着用して下さい。 

 

３．期間内の取材は、別添「プログラム」で取材可としているものについては

基本的にフルオープンとさせていただきますが、取材に当たっては現場担当

者の指示に従って下さい。 

 

 

 

                               以  上 

 

 

 
 



                                    別紙 ２ 

 

「アジア青年の家」取材登録票 

 

沖縄総合事務局アジア青年の家プロジェクト推進ＰＴ 

 高良、中村、下地 あて 

（ＦＡＸ：０９８－８６０－１０００） 

 

取材プログラム：  月  日  「              」   

社     名：                           

氏     名：         他  名   カメラ取り（有・無） 

連絡先電話番号：                           

携帯電話番号：                           

Ｆ Ａ Ｘ 番 号：                           

 

※取材日の２日前までにご送付下さい。 



 

2008/8/4（月） 2008/8/5（火） 2008/8/6（水） 2008/8/7（木） 2008/8/8（金） 2008/8/9（土） 2008/8/10（日）

9:00～10:00

10:00～11:00

11:00～12:00
グループディスカッション
（１時間３０分程度）

昼食

12:00～13:00 昼食 昼食 昼食 昼食

13:00～14:00

14:00～15:00

15:00～16:00
移動（沖縄県立糸満青年
の家→コンベンションセン
ター）

16:00～17:00

17:00～18:00 グループディスカッション グループディスカッション

夜間
レセプション
→終了後糸満青年の家
へ

夕食 夕食

夕食
（ゆんたく会）
比嘉バイロン氏（うちなー
ぐち）

夕食
（文化発表
（JAPAN(A),AUSTRALIA）
を含む）

※網掛け部分以外取材可能

県内視察①
（県立博物館、首里城）

開会式
（コンベンションセンター）
・主催者あいさつ
・県知事あいさつ
・記念講演（野口健氏）
等

自由時間（荷物整理等）

環境の概略に関する講義
○枝廣淳子氏（翻訳家）
　 江守正多氏（国立環境
研究所）

県内視察②
（平和の礎、平和祈念資
料館）

プログラム

沖縄の概況について講義
○亀島靖氏（沖縄観光人
財育成協会理事長）

沖縄プログラム
（ハーリー競漕）
○（株）アンカーリングジャ
パン

フリータイム

自由時間（荷物整理等） 環境関係番組視聴
『夏　サンゴの海　～沖縄
慶良間諸島～』
○豊田研吾ディレクター
（ＮＨＫ沖縄放送局）

フリータイム

別　添



 

2008/8/11（月） 2008/8/12（火） 2008/8/13（水） 2008/8/14（木） 2008/8/15（金） 2008/8/16（土） 2008/8/17（日）

9:00～10:00 フリータイム

10:00～11:00

11:00～12:00

12:00～13:00 昼食 昼食 昼食 昼食 昼食 昼食 昼食

13:00～14:00 フリータイム

14:00～15:00

15:00～16:00

16:00～17:00 グループディスカッション

17:00～18:00

夜間

夕食
（文化発表
（CAMBODIA,CHINA）を含
む）

夕食
（文化発表
（INDIA,INDONESIA）を含
む）

夕食
（その後星空観察会）

夕食
（文化発表（REPUBRIC
OF KOREA,JAPAN(B)）を
含む）

夕食
（その後ゆんたく会）
前田孝允氏（漆器）

夕食
（文化発表
（MALAYSIA,PHILIPPINES
）を含む）

※網掛け部分以外取材可能

国立沖縄青少年交流の
家へ移動
全体集会
→終了後フリータイム 珊瑚礁について

（生態等について）
○阿嘉島臨海研究所（Ａ
ＭＳＬ）

キャンプファイヤー（とか
しくビーチ）
※就寝は施設内

フリータイム

フリータイム

プログラム

グループディスカッション

スポーツ交流

移動（渡嘉敷島→沖縄県
立名護青年の家）

海の生物についての講義
○うみまーる企画

海浜清掃活動
漂着ごみ実態調査
○ＮＰＯ沖縄ホールアー
ス研究所

グループ中間報告会

シュノーケリングツアー
（座間味班、渡嘉敷班に
分けて行動）

歓迎イベント
　村長あいさつ
　伝統芸能披露　など

移動（沖縄県立糸満青年
の家→渡嘉敷島）

沖縄プログラム
（伝統文化体験）
於：恩納村体験施設
○（有）ニライカナイ

模擬国連
※テーマ：水

自然散策
○国立沖縄青少年交流
の家 珊瑚礁について

（導入講義）
○金城浩二（ＮＰＯアクア
プラネット理事長）

グループディスカッション



 

2008/8/18（月） 2008/8/19（火） 2008/8/20（水） 2008/8/21（木） 2008/8/22（金） 2008/8/23（土） 2008/8/24（日）

9:00～10:00 ホームステイ

10:00～11:00

11:00～12:00

12:00～13:00

13:00～14:00 伊江島へ移動 昼食

14:00～15:00

15:00～16:00

16:00～17:00

17:00～18:00 グループディスカッション
グループディスカッション
※グループ代表選出、グ
ループごとのテーマ分け

夜間

夕食
（文化発表
（SINGAPORE,THAILAND
）を含む）

夕食
（文化発表
（VIETNAM,BURNEI）を含
む）

夕食
ホームステイガイダンス、
準備

夕食
（文化発表（LAOS,NEW
ZEALAND）を含む）

夕食
（文化発表（JAPAN(C)）を
含む）

※網掛け部分以外取材可能

プログラム

科学者によるシンポジウ
ム
（パネリスト：黒川清氏、
大隅典子氏、石渡多賀男
氏、土屋琉大理学部長
　コーディネーター：塩満
典子氏）

企業における環境への取
組み
（選択制のプログラムを含
む）
（企業の方との昼食交流
会も含む）
※グループ毎に午前と午
後で１社ずつ聴取する。
○トヨタ自動車
　新日本石油
　富士ゼロックス
　ＳＨＡＲＰ
　帝人

グループディスカッション

ローテーションプログラム
・沖縄高専
・海洋研究開発機構
・ＯＩＳＴ

科学技術の素晴らしさに
ついて
・科学技術コミュニケー
ターによるデモンストレー
ション
・世界的な科学者の講
演、交流会
○毛利衛氏（宇宙飛行
士）

グループディスカッション

ホームステイ

県内視察③
（美ら海水族館、海洋博
記念公園）

移動（伊江島→沖縄県立
糸満青年の家）

グループディスカッション

宮古総合実業高校の取
組み紹介、交流
（昼食交流会を含む）

ホームステイ



 

2008/8/25（月） 2008/8/26（火） 2008/8/27（水） 2008/8/28（木） 2008/8/29（金） 2008/8/30（土） 2008/8/31（日）

9:00～10:00
移動（沖縄県立糸満青年
の家→万国津梁館）

　

10:00～11:00

11:00～12:00

12:00～13:00 昼食 レセプション

13:00～14:00
移動（万国津梁館→那覇
空港）

14:00～15:00

15:00～16:00

16:00～17:00

17:00～18:00 グループディスカッション

夜間 夕食

※網掛け部分以外取材可能

フェアウエルパーティー

閉会式
（万国津梁館）
・成果発表
・参加者へのメッセージ
（有馬朗人氏）
　
等

プログラム

グループディスカッション
（発表準備）

発表リハーサル

グループディスカッション
（発表準備）

昭和薬科大付属高校との
ディスカッション
（昼食交流会を含む）

※テーマ：サマータイム
　　　　　　 環境税



 
平 成 ２ ０ 年 ８ 月 １ 日   
内 閣 府 沖 縄 担 当 部 局   
内閣府沖縄総合事務局   

 
 

平成２０年度「アジア青年の家」の概要 

 
 
１ プログラムについて 

８月６日（水）から２７日（水）までの約３週間、「環境」を素材として、

様々な体験を通じ、主体的に活発な議論をすることにより、共生の精神及び

イノベーティブマインドを育むことができるプログラムを策定（概要は別添

１のとおり） 
 
２ 参加者について 

  １５歳から１７歳程度の、意欲あふれる前向きな日本及びアジアの若者（沖

縄県以外の日本３０名、沖縄県１５名、アジア各国＊から３０名の計７５名）

を募集 
＊ＡＳＥＡＮ各国（インドネシア、マレーシア、フィリピン、シンガポール、タイ、ブルネイ、

ベトナム、ラオス、ミャンマー、カンボジア）及び中国、韓国、インド、オーストラリア、

ニュージーランドの計１５カ国 
 
（１）募集 

○ 日本 

３月４日（火）に以下の通り募集することを公表 
（全国公募）４月７日（月）～５月９日（金）の期間内に内閣府に応募書類

を直接送付した者の中から１０名を選考 
（県推薦（沖縄県以外））５月１６日（金）までに各県教育委員会から内閣府 

に推薦のあった者のうち２０名を選考 
（沖縄県推薦）５月２３日（金）までに沖縄県教育庁において１５名を選考 

し、内閣府に推薦 
○ アジア 

２月上旬より、在外公館を通じ、各国教育担当省等に推薦を依頼し、４月 
中に推薦を受付 

 
（２）選考方法 

 （全国公募）出願者調書＊、英語による自己ＰＲ、課題作文（テーマ：地球）

に基づき、内閣府担当者が書類選考 

参 考 



 （県推薦（沖縄県以外））各県からの推薦者について、出願者調書、英語によ

る自己ＰＲに基づき、内閣府担当者が書類選考 
 （沖縄県推薦）沖縄県教育庁において、出願者調書、英語による自己ＰＲ及

び面接により選考した者を推薦 
＊取得資格、コンクール受賞歴、学内外での活動、志望動機、参加に当たっての目標等に

ついて記述 

 
（３）選考結果 

（全国公募）応募人数４５名のうち１０名を選考 
（県推薦（沖縄県以外））推薦人数２４名のうち２０名を選考 
（沖縄県推薦）応募人数３３名のうち１５名を内閣府に推薦 
（アジア各国）ミャンマーを除く１４カ国より推薦された中から、３０名を

選考 
 
（４）参加者の構成、氏名 

○ 日本（沖縄県以外） 

（男女別構成）男子９名、女子２１名 

（学年別構成）高２:１９名、高１:１０名、中３:１名 

 （県別構成）北海道、茨城県、埼玉県、東京都(３名)、神奈川県(４名)、 

石川県(２名)、山梨県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県、滋賀県、 

京都府、兵庫県、奈良県、広島県、山口県、徳島県、熊本県(２名)、 

大分県、宮崎県、鹿児島県 

※人数の記載のない都道府県は１名の参加 

○ 沖縄県 

（男女別構成）男子５名、女子１０名 

（学年別構成）高２:１２名、高１:３名 

○ アジア 

 （男女別構成）男子１５名、女子１５名 

 （国別構成）別添２のとおり 

 

 
【問い合わせ先】 

 ○内閣府沖縄担当部局(沖縄政策担当)付 

        「アジア青年の家」推進室 

電話：０３－３５８１－０９９３ 

 ○内閣府沖縄総合事務局総務部 

        「アジア青年の家」ＰＴ室 

         電話：０９８－８６６－０６０８ 



別添１

主なプログラム 場所

開会式（8月6日）
基調講演
レセプション

沖縄コンベンションセンター
　（宜野湾市）

第１ステージ
（概況を学ぶ）
（8/6～8/10）

環境問題の概略について講義
環境番組の視聴
県内視察（首里城、平和祈念公園等）
ハーリー競漕（糸満市内）

県立糸満青年の家

第２ステージ
（自然環境を体験する）

（8/11～8/15）

シュノーケリングツアー
漂着ごみ実態調査
珊瑚礁に関する講義
キャンプファイヤー

国立沖縄青少年交流の家
　（渡嘉敷島）

第３ステージ
（環境と科学技術）
（8/16～8/21）

一流科学者による講義
県内研究機関等訪問
企業の取組紹介
美ら海水族館見学
伝統文化体験

県立名護青年の家

ホームステイ
（8/21～8/23）

バイオエタノールプラント見学
農業体験等

伊江島

第４ステージ
（成果構築）
（8/24～8/27）

成果発表に向けた取組み
宮古総合実業高校の取組紹介、交流
科学者シンポジウム
県内高校とのディスカッション

県立糸満青年の家

閉会式（8月27日）
成果発表
参加者へのメッセージ
レセプション

万国津梁館（名護市）

「アジア青年の家」プログラム



別添２

参加国アルファベット順

国名 男子 女子

AUSTRALIA（オーストラリア） 1 1

BRUNEI（ブルネイ） 1 1

CAMBODIA（カンボジア） 1 1

CHINA（中国） 1 1

INDIA（インド） 1 1

INDONESIA（インドネシア） 1 1

REPUBLIC OF KOREA（韓国） 1 1

LAOS（ラオス） 1 1

MALAYSIA（マレーシア） 1 1

NEW ZEALAND（ニュージーランド） 1 2

PHILIPPINES（フィリピン） 1 1

SINGAPORE（シンガポール） 2 1

THAILAND（タイ） 1 1

VIETNAM（ベトナム） 1 1

「アジア青年の家」海外参加者




